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によって駆動された複数方向からのH iガス流による誘発的星形成
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大マゼラン雲南東部にはMolecular ridge領域と呼ばれる同銀河の中で最も大質量 (∼107M⊙)な分子雲複合体
が存在し、小マゼラン雲との近接遭遇によるH iガス衝突による誘発的星形成が有力視されていることから、大
規模な星団システム形成の理解を深める上で重要な実験場である。我々はAtacama Compact Array (ACA)によ
り得られた空間分解能 1.6 pcの分子ガス広域観測データの解析を進めており、これまで 200 pcに渡って存在する
フィラメント状分子雲の類似性などを発見し、共通の衝突流に起因する誘発的星形成を論じてきた (徳田他 2022
年春季年会等)。さらに我々は観測領域中央部に位置するH ii領域N160に付随する分子雲とH iガスに着眼した
解析を行った。12CO,13CO(2–1)輝線でトレースされる分子雲は北東-南西方向に∼100 pcに渡って整列したフィ
ラメント状分子雲が広がっており、複数の大質量原始星がそれに沿って分布する。この分子雲付近の H iガスの
特徴は、(1)COと同じ速度に存在する H iガスは北東方向が欠けたバブル状の形状を示し、Hαの分布とも類似
する。(2)COの速度から 50 km s−1ほど赤方偏移した成分は分子雲との空間的な一致がよく、(1)のH iガスと相
補的な分布を示す。これらの結果から、N160領域では北東方向から高速度なH iガスが衝突し、整列したフィラ
メント分子雲、および大質量原始星を形成した可能性が浮かび上がった。講演ではこれまで報告されてきたN159
領域等の結果とも比較し、複数方向から飛来するH i衝突流による領域全体の動的な星形成史を考察する。


